
 

 

 

 

 

 

６月７日（火），大河原教育事務所を会場に，地域連携担当研修会を開催しました。この研修会は，地域

学校協働活動事業の実践事例等をもとに，その成果や課題を共有し，家庭・地域・学校をつなぐ様々な立場の参

加者の資質向上と事業の一層の推進を図ることを目的に行っている研修会です。 

今回の研修会は２部構成で行いました。前半の講話では，七ヶ宿町教育委員会 学び支援係 主事兼社会教

育主事 佐藤 深奈美 氏から「図書事業から広がる地域連携」と題して御講話をいただきました。後半の事例紹介

では，各市町の行政の立場で事業を担当している職員の皆様から，「発見！ あなたのまちの地域学校協働活動」

と題して取組を紹介していただきました。地域連携担当教員，行政職員，コーディネーターが一堂に会し，事業の更

なる推進につながる情報を共有しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講話１ 「図書事業から広がる地域連携」  （参加者の声） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○地域連携のあり方の一つとして，図書事業という取組を知ることができ、とても参考になりました。電子化で図書を管

理しながら，町民以外にも利用ができるような工夫をされていることもとてもよいと思いました。また図書の利用を促進

させるために，スタンプカードを作成したり，副賞としてレザークラフトを中学生に作成させたりするなど，学校連携をし

っかりとされていることが参考になりました。今勤務している学校に必要な協働活動を考え，町との連携を密にしなが

ら，取り組めるようにしていきたい。 

○一つの取組に対して，様々なアイディアを取り入れながら質の高いものに昇華させていることが素晴らしいと感じまし

た。協働活動には単発的な取組もありますが，根付かせるためには，このように多くの人が関わる，協議する，実践す

ることが重要と考えます。 

○「困った」「やってみたい」と声をあげることが大事で，地域や行政とのつながりにより，より充実した体験活動となるの

だとわかりました。たくさんのアイデアもいただきました。 

○話しぶりから何事にも前向きで明るいお人柄が伝わってきました。多目的交流棟の利活用促進に尽力されている様子

がよく分かりました。「一人で抱え込まないこと」という言葉が身に沁みました。 

○一つの活動からいろいろな広がりがあるのだと感じました。まず，何か一つから始めてみるということも大切だと思いま

した。 

○コーディネーターは，自分で解決しようとするのではなく，「困っているらしいよ」といろんなところで呟いていく役割。 

なるほど，と思いました。 



講話２ 「発見！ あなたのまちの地域学校協働活動」  （参加者の声） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総  評 （参加者の声） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○子供たちにより良い学びを提供していくためにも地域や行政の方々と協力していきたいと思います。このような充実し

た研修会を開催していただきありがとうございました。 

○困ったことを言う時間，本当に良かったです。一緒に話をした小学校，中学校の先生が困っていることを本音で聞け

て，業務の改善，そして気づきを貰えました。この言葉をヒントに仕事ができます！今後もこの困ったことを話す機会が

ほしいですね！！ また，アンケート，手書きじゃなくてインターネットで回答賛成です！手書きだと時間なくて書けない

ので，オンライン上だと助かります。本日はありがとうございました！ 

○地域学校協働活動でコーディネートの核となるスペシャリストがいると，学校としてはとてもありがたいと常日頃から感

じているところです。今回の研修で学んだことを次回の本校での学校運営協議会で反映していければと思いました。 

円滑な会の運営や準備など大変お疲れ様でした。どうもありがとうございました。 

○町教委生涯学習課の方や町の学校の先生方と話す時間をいただけたのは大変ありがたかったです。応援団のことに

ついての理解や進め方を共有できました。地域連携に当たっては，総じて，人が変わっても残るシステムがあるとよい

と思いました。  

○一つの場に集まり共有し合うことが出来ることが幸せですね。このような機会を提供していただいて，ありがとうござい

ました。 

○各市町の取組について，直接お話を聞くことができ，とても参考になりました。子どもたちの健やかな育成をしていくた

めに，より実践的な事例を数多く知ることができました。 

○勤めている町以外の市町の取組の紹介を受け，やってみたいことや参考にしたい事例もあり，町の担当の方と新しい

取組を相談してみたいと思いました。 

○資料を読み合わせ，それぞれの地域の取組を知ることは大変参考になりました。報道にもありました部活動もしかり，

今後様々な体験活動が地域主体で行われるようになると予想されます。学校にできること，地域（町教委）が取り組む

べきことがあるので，連携をよく図りながら，より積極的に進めていきたいと考えました。 

○地域によって，それぞれに成果と課題があることを知り，勉強になりました。併合，閉校によって，今までとは違った『地

域』の捉え方も必要なのだと感じました。 

○各市町の取組が，担当されている方々の生の声で直接伺うことができ，その思いや熱が伝わってきました。リモートで

は得がたいものでとても良かったです。 

○仙南２市７町の生涯学習担当者の方々が一堂に会し，それぞれの地域連携の現状と課題について比較の視点も交え

ながら情報提供くださったのはとても素晴らしい時間と感じました。 


